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本報告書は､社団法人海外農業開発コンサルタンツ協会(ADCA)が､平成7年

2月から同年3月にかけて実施した､ミャンマー国イラワジ中流域左岸潅計画及びイ

ンレ湖周辺農業･農村開発計画に関するプロジェクトファインディング調査の結果を

とりまとめたものである｡本調査はA DCAの委託を受けた下記団員により､平成7

年2月1 6日から同年3月1日までの14日間にわたって実施された｡
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ミャンマーは, 1988年以来､それまでの社会主義的経済から市場経済への移行を捕

進している｡とりわけ農業部門では､生産物の取引自由化､隣接国との国境貿易の公

認化などによって､大きく変容しつつある｡こうした中でミャンマー政府は,国内総

生産の5割を占め､就業人口の6割以上を加えている農業を経済開発の中心に据えて

同国の発展を囲っている｡本調査はこうしたミャンマーの実情と今後の日本のODA

の本格的再会に鑑み､昨年(1 994年)本調査と同じチームメンバーで実施した

r地域別農業･農村総合開発戦略計画P/F調査｣の中で重要性の高い具体的開発調

査案件として発掘された下記2案件について日本政府の技術協力につなげるべく基礎

調査を行ったものである｡

1.乾燥地帯農業農村改良計画

(フェーズ Ⅰ ミインヂャン地区)

2.インレ湖周辺農業農村環境整備計画

今回の調査にご協力いただいた､在ヤンゴン日本大使館及び農業省,海況局を始め

その他政府関係機関､マンダレ-管区及びシャン州の関係者各位に対し､心より感謝

の意を表すとともに､今後日本のODAの本格的再開に際してこの調査結果が活かさ

れることを心より願うものであります｡
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図- 1 位置図(1)
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1．1　計画一般図
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1. 2 地区の概要

(1)経緯･背景

ミャンマー連邦では, 】gg8年以来軍政(国家法秩序回復評議会-SLORC)下に

あるが､対外開放と市場経済化を基本とする経済改革を進めている｡軍政以前の

ネ-ウイン体制下では､ 1962年以来､独特のナショナリズム思想に基づく｢ビル

マ式社会主義｣経済政策が遂行され､ほとんどの部門で資本は国有化され､国家

資本主義型の国営経済構造が築かれた｡しかし､この国営経済構造を保護するた

めに､閉鎖的で統制的な経済政策がとられ､やがてこの国の経済を破綻に導いて

いった｡このため､軍政は､政権発足以来､ rビルマ式社会主義｣体制を一掃す

べく政治的には,複数政党制に基づく議会制民主主義の導入を決定してその準備

を進めている｡また経済的には対外開放を進め､外国民間資本の導入､隣接国と

の国境貿易の公認化などを実施,国営企業の一部民営化を含む､市場経済の導入

を行っている｡しかし､軍政が公約している民主主義体制への移行が,各種の理

由で遅れていたり､民主化勢力の指導者であるアウンサン･ス-チ一女史の軟禁

が解かれていないなど､なお政治的な不透明さが残され､それが国際的非難の対

象とされ､これまで日本を始めとする西側先進国からのO DAが停止されてきた｡

最近はこうした状況を打開すべく､民主化のための具体的な準備として､憲法制

定のための国民会議の開催,政治犯の釈放などを行い､国際社会からの一定の評

価を得られるようになった｡こうしたなかで, A S EAN,中国などは､ミャン

マーを孤立化させることはアジアの安定にとって障害となるとして､非難よりも

関係を深めることによって説得すべきとの方針を採り始めた｡日本も本格的な

ODA再開にはなお一定の条件(民主化の具体性,人権抑圧の緩和,累積債務問

題の解決等)が必要であるとしながらも,政変前より実施中の案件､及び緊急的､

人道的性格の援助についてはケースバイケースにて検討していくとの方針で､既

に無償資金協力(食糧増産援助と養護学校建設)で具体的な動きが出ている｡い

ずれにせよ､ミャンマーの政治動向はなお流動的な側面が残されているとはいえ､

その市場,資源などを考慮した易合,ミャンマ-がアジアの経済発展にとって有

望な一員になることは確実であり､ミャンマーの経済発展と政治的安定は,アジ

アの発展と安定に欠くことのできない条件である｡

とりわけ､日本とミャンマーとの関係は､特別なものがあり,独立後も日本

は主要な援助国であり､貿易相手国であった｡したがってミャンマーの日本に対

する期待はきわめて大きく,ミャンマーに一定の条件が整えば､再び日本の援助

は､この国にとって重要な開発手段となる｡ 1987年に日本のO DAが､一部オン
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ゴーイング案件を除いて停止されてからすでに8年が経過したが｡この間ミャン

マーはまったく新しい経済体制をスタートしており､かつて rビルマ式社会主義｣

体制下での経済とは■大きな違いが出てきている｡本格的なODA再開を前にして､

新しい経済体制についてその分析と評価が必要になってきた｡とくに市場経済化

と対外開放が農業部門にも大きな変化をもたらしていることは確実であり､さら

に新体制下での農業開発戦略もかつてのものとは違ったものにならざるを得ない｡

rビルマ式社会主義｣の下では､この国の農業は,生産手段としての農地にっ

いては､耕作者の保有権が認められており,事実上の自作農経営が認められてい

た｡しかし､生産物の栽培選択､販売等については国家の統制下におかれ､農民

の自由は,大幅に制限されていた｡すなわち､作物の栽培は,国家の指示に従っ

て選択され､農民の自由栽培は､一部特定の作物あるいは自家用のものに限定さ

れていた｡またその販売についても,国家が指定した方法･ルートで行われてい

た｡こうした国家統制的な農業は次第に農民の生産意欲を減退させ､鴬農的農業､

商業的農業の発展を阻み､農業生産の停滞をもたらした｡

｢ビルマ式社会主義｣体制末期(1986 - 87年)には､農業生産の停滞が深刻

化し､さらに天候不臓などが作用して､農産物の供給不足が生じ価格の高騰がみ

られた｡とくに､主力の稲作が不振で､輸出が激減し,国内消費用米すら不十分

な状態となった｡このため､ 1987年には各地で米騒動が発生して､やがて､この

騒ぎは反政府･民主化運動へと発展､ 1988年S､ 9月の国民的規模の騒乱を招き､

ネ-ウイン体制を崩壊へと導いた｡こうした社会主義的経済体制の失敗の経験を

踏まえて,軍政は一連の経済改革を実行していく｡農業部門では,生産物取引の

大幅な規制緩和を軸に､農業の市場経済化策を進めている｡米については,現在

ち-部の規制はあるものの基本的には,農産物取引の自由化が実施され､また肥

料･農薬などの生産資材も政府からの配給制を廃止して,自由販売が認められる

ようになった｡また､とくに農業部門でインパクトの大きな要因として､国境貿

易の公認化及び国内民間取引の規制緩和があり､農業生産の形態は大きく変容し

つつある｡油脂作物､繊維等の工芸作物､薬用作物､果樹等の商品作物は､中国

･雲甫省あるいはタイヘの輸出用として大幅な生 産増加がみられ､一部では,

外資による輸出用作物栽培や外国からの委託栽培などが行われるようになった｡

以上のように､ミャンマーの農業,及びそれを取巻く環境は大きく変化してお

り､同時に農業部門の開発戦略も変わってきている｡現行の基本的開発戦略は､

農地の有効･高度利用､生産様式の近代化と品種改良による高品位作物の普及,

輸出の増進に置いており､開発のプライオリティーを､輸出作物の開発,乾燥地
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帯における潅灘農業の推進､デルタ地帯における稲作の二期作化及び多角化及び

山間農業の近代化に置いている｡

ミャンマー国の水資源は1.07x1012nヲ/年あると見積もられているが､その内現

在利用されていJるのはわずか5%に充たない｡農地の海況化も遅れており､】g93

-94年時点で全作付面積(8.87百万hl)のうち潅双面穣はわずか1 7%となって

いる｡農業省当局はこの水資源及び農地の有効･高度利用に寄る農業生産の増大

を図る目的で2000年までに海況率を25%にすべく､数多くの潅況事業計画を策

定･実施しており､特に当国の乾燥地帯であるマンダレ-管区,マダウェ管区,

ザガイン管区での農地の潅激化に力を入れている｡

本プロジェクトは､乾燥地帯イラワジ河中流域沿岸におけるポンプ潅汲計画を

核にした農業･農村改良計画のモデル地区として古都PaganとNanda18yの中間に

あるNyingyan (ミインヂャン)地区を選定したものである｡

(2)地区の概要

当プロジェクト地区を含むイラワジ河中流域の中部ビルマ(マダウェ､マンダ

レ-､ザガイン各管区内)は､乾燥地帯であり雨期･乾期がはっきり分かれてい

る｡年間の降雨日数は50日前後､降雨量は,約gOO血血であり､ 5月-10月に

集中する｡

特に本プロジェクト地区は､年間降雨日数が40日未満で降雨量が800皿m以下

と最も乾燥している地区と言える｡気温は3月-5月に40℃に達し､ 1 2月-

1月には1 3℃まで下がる｡乾期における｡乾燥状態は非常に厳しい上に､.雨期

にはイラワジ河沿い幅約1 k mの農地は毎年洪水の被害を受けている｡

プロジェクト地区は,イラワジ河東岸に沿っ(=地域で南北に約30km東西に

約15k皿とやや南北に細長い形状をしており､北側にピンレ川(Pin]e Chaung) ､

東側には南北に走る国道18号線と標高150m-450皿程の丘陵が位置している｡そ

の面積は約400kn2で､海抜標高40血-12Onのイラワジ河に緩やかに傾斜した平坦

地であり､行政的にはマンダレ-管区ミインヂャン県に属する｡

プロジェクト地域の地質は,基盤の新第三紀漸新世-中新世にかけて形成され

たペグ一層群とその上部に堆積した中新世-鮮新世のイラワジ塁層及び弟四紀層

から構成されている｡土壌は,一部湿地帯を除き､砂壌土或いは砂質植壌土であ

り,丘陵部では土壌侵蝕が見られる｡又平坦地においても,乾季に植生が失われ

ることと強い乾いた風による土壌の風食が顕在化してきている｡
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平坦地のほとんどは農地であり､胡麻､ピーナッツ､豆類､ソルガム､綿花な

どが生産されている｡農地の内潅況農地は5.300iCと少ないが(セメコンポンプ

権況が3,008且C,北ビンレダムが2,3008C)
､計画中のものはセメコンポンプ潅灘

拡張計画が14,0808C,甫ピンレダムl,50O8C及びイラワジ河沿いの五つの小規模

ポンプ海流が2,608ac (合計18,]008C)となっており､うち南ピンレダムプロジ

ェクトは進行中である｡

プロジェクト地区の人口は､約28万人で､一家族の構成は平均5-6人､農

家一戸当たり所有農地面積は, g.7acであるが､収入は年間約】OOOOチャットと少

なく非常に貧しいo

当地区は､農業の生産性が低いこと及び流通も含む農業生産のインフラ整備が

遅れていることに始まり､飲料水,食糧､教育､医療,エネルギー､営農資金､

貧困､環境等々の面で多くの問題を抱えており､それらの改善が急務となってい

る｡

(3)計画概要

構想: イラワジ中流域乾燥地帯における農業,農村の持続可能な総合開発計画

のフェーズ Iとして､その展型的な地域ミインヂャン地区を対象に､潅灘開発

を核として,生活基盤･社会基盤･経済基盤等の整備を合わせて行い｡当該地域

の住民の貧困からの脱出､生活水準の向上､地域社会経済の発展､女性配慮及び

環境保全を図るものである｡加えて当開発計画がイラワジ中流域乾燥地帯の農業

農村開発計画のモデル事業となることを意図する｡

コンポーネント:

l) 潅況施設復旧･整備計画

農地の有効利用､農業生産物の増産､農業の近代化､農家収入の増大及び

農地保全を目的に計画潅波面積6,800haを1対象にした揚水海況施設のリハビ

リテーション及び拡張､並びに80ha-600haを対象にした小規模揚水海況施

設の建設を行う｡栽培作物は､胡麻,豆類､ヒマワリ､サフラワーなど油脂

作物及びソルガム,綿花,サトウキビなどである｡

2) 洪水防御･排水計画

雨期における洪水被害を減少させ､営農投資のリスクを低減し､作物の増
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産を図るため､イラワジ河沿岸3.400haを対象に洪水防御墳と排水施設を建

設する｡

3) 生活用水供給計画

既存の深井戸を利用して,ソーラーポンプシステムにより､年間を通じて

地下水を有効利用し､清浄な生活用水及び家畜用水を安定的に供給し､住民

の保健衛生･環境の改善､女性･子供の重労働の軽減､女性の地位の向上及

び畜産振興を図るものである｡

4) 農道整備計画

耕作､農産物の出荷及び地域内の連絡のため､用水路の管理道路を利用し

た道路を骨組とした､道路網を整備する｡又､道路に沿わせて緑化を行い風

食防止による土壌保全を図る｡

5) 農村電化計画

地域住民の生活水準の向上を図る目的でミインヂャンからセメコンのポン

プ場まで送電線を引くのに合わせ､地域内の村落に送電線を引く｡

6) 収穫後施設整備計画

農産物の集荷･出荷施設､貯蔵施設などを設け､マーケッティングの改善

･活惟化を図る｡
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1. 3 総合所見

ミャンマーは, 1 9 94年を通じて､民主化体制への準備が進展,人権問題も

改善されつつあるとから,先進諸国からもー定の評価を得られるようになってき

た｡我が国においても､ 0 DAの本格再開までは､まだ時間を必要とするも､94

年度には無償援助が一部再開され､ミャンマーヘの経済･技術協力について具体

的検討が始まった｡

当調査はこうした中で､近い将来のODA再開に向けて､当園にとって緊急か

つ重要で､さらに我が国のODAの基本方針に沿った案件の発掘を目的として実

施されたものである｡

本案件は,平成6年度で実施したミャンマー連邦地域別農業･農村総合開発戦

略策定計画､プロジェクト･ファインディング調査(ADCA)の結果に基づき,

当国でのプライオリティ-が最も高く,かつ緊急に必要なプロジェクトとして選

定されたものであり､農地の有効利用､農業生産の増大､地域経済の活性化､貧

困撲滅､女性配慮､住民の生活水準の向上､そして農地環境保全を目的とした国

家政策に沿ったプロジェクトである｡そこで本案件の必要性を整理してみると次

の通り となる｡

本計画地区を含むイラワジ中流域は､同国で最も乾燥した地域であり,同地域

での農業は､河川沿の僅かな特定地域を除いて､はどんどは天水に頼る畑作が中

心で､栽培作物は記述のごとく胡麻､ヒマワリ,落花生等の油料作物､綿花など

の工芸作物及びソルガムなどの雑穀などである｡その生産性は､他地域に比べて

も低く､ミャンマーにおいては最も貧しい農村の一部である｡当地域では､飲料

水等の生活用水も､大部分は雨水に依存しており､乾期には飲料水確保も困難な

地域もある｡

ミャンマ-政府は､独立以来,当地域の潅光及び生活用水確保のための各種の

事業を推進してきた｡この結果当地域では､特定地域に限って水の確保ができる

ようになり､二期作化が可能となっている｡しかしこうした潅灘受益面積は､こ

の地域の1 2%を占めるにとどまっている､これまでの海況は､ ①イラワジに注

ぐ支流における貯水池 ⑦深井戸(ほとんどは生活用水) ⑳ポパ山(Mt.popa)

からの取水 ⑳イラワジ河本流からの小規模揚水などである｡このうち①につい

ては､ほとんどの河川は乾期には干上げるため､貯水量は不十分なところが多く,

⑦､ ⑳については取水に限界があり､受益範囲は極めて制限的である｡従って､
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当地域における最も有効な取水方法は年間を通じて,豊富な水を湛えるイラワジ

河からの取水である｡いまのところ民間､潅況局とも小規模な取水は実施してい

るものの､その潅洗面積は極めて小さい｡

潅況局はイラワジ河からの取水計画を各地で策定しているが,これらのうち､

Nyingyan地区での潅灘を目的とするSemekkon計画は,イラワジ河からの取水計画

のうち最大規模のもので､政府当局がトッププライオリティーに位置づけている

ものである｡このSemekkon計画を核とし洪水防御計画,給水計画､道路整備計画､

農村電化計画及び収穫後施設計画を含む本農業･農村開発は､ミャンマーの農村

開発に重要な役割を果たすだけでなく､乾燥地帯における持続可能な開発モデル

となるものである｡又､当事業計画は､潅激化により,現在進行し顕在化してい

る土壌侵蝕を防ぎ､農業･農村の最も基本となるの農地を保全する上でも大いに

貢献することは確実である｡従って､本件は実施に結びつく可能性の非常に高い

開発調査案件と言える｡
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分な進捗は得られていない｡

① 既存の樹木･森林の保全と流域管理(森林局)

⑦ 砂防ダム,土砂受け堰及びチェックダムの建設(潅澱局)

⑳ 湖運河部の竣漢(潅況局)

⑳ 斜面における栽培方法の改善(農業公社)

p上記①は､ U N D P/F A Oの援助の下で､ 1 9 8 7年に始った｢PiloL

Watershed Nauage皿ent Project｣の対象地区3地区のうちの一つと して選定され

たもので,プロジェクトの対象地域は漸の西側のごく限られた地域となっている｡

(3) 計画概要

構想: ミャンマー政府は経済開発の中心に農業を据え同国の発展を囲ってい

るがその重点地域の一つである高原地帯のシャン州において現在環境問題が療在

化し､保全対策が急務となっているインレ潮とその周辺地区を対象に,農地土壌

保全と湖の環境改善を核にした農業･農村の総合的開発計画を発走､実施しよう

とするものである｡

コンポーネント:

1) 農地土壌保全計画

- 山腹及び斜面農地の表土の水食を防(･ためのコンターバンド,■承

水路､集水路及び排水路兼農道等の建設段畑の造成,植林等高線帯

状栽培､線化工専

一 湖への土砂の流入を防ぐための流入河川,沢､ガリ等におけるダ

ム､堰,土砂溜等の建設

2) 排水改良計画･洪水防御計画

インレ湖上流地区(南側地区)の農地約4,000h8で2期作ないし2毛作

が最低可能にすべく､農道兼洪水堤防及び排水施設などを建設する.

3) 潅概施設整備計画

上記1 )と 2)の計画の施設を利用して水源を確保し､濯概施設を整備

し,上記4,000haも含め約10,000h8の農地で2期作ないし2毛作以上の栽

培を可能にする｡

4) 収穫後施設整備計画

農産物及び水産物の集荷･出荷施設,貯蔵施設､精米所等を設けマーケ

テイングの改善･活性化を図る｡
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5) 農村生活基盤整備計画

生活用水鋲給施設建設,道路網整備､集落汚水排水施設の建設等を行い､

住民の生活水準の向上と湖水の水質保全を図る｡

6) インレ漸環境保全計画

インレ湖に直接的･間接的に依存して生計を営む住民の維持的発展を確

保すること､インレ湖独特の文化を守ること､観光資源としての価値を保

つこと及びミャンマー最大の水力発電所の貯水池としての機能を保持し続

けること等を目的に､流入堆積した土砂の除去,放棄された浮畑の除去､

新規浮畑造成の制限及び湖の水位をコントロールするための下流Ton ‥on

g地点におけるレギュレーターの建設を行う｡
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2. 3 総合所見

ミ ャンマーは､ 1 9 9 4年を通じて,民主化体制への準備が進展,人権問題も

改善されつつあるとから､先進諸国からもー定の評価を得られるようになってき

た｡我が国においても､ 0 DAの本格再開までは､まだ時間を必要とするも､g4

年度には無償援助が一部再開され､ミャンマーヘの経済･技術協力について具体

的検討が始まった｡

当調査はこう した中で､近い将来のO DA再開に向けて､当園にとって緊急か

つ重要で､さらに我が国のO DAの基本方針に沿った案件の発掘を目的と して実

施されたものである｡

本案件は､平成6年度で実施したミャンマー連邦地域別農業･農村総合開発戦

略策定計画,プロジェクト･ファインディング調査(A D C A)の結果に基づい

て,当園でのプライオリティーが最も高く､かつ緊急に必要なプロジェクトと し

て選定されたものであり,環境保全､農地の高度利用,農業生産の増大,貧困撲

滅､住民の生活水準の向上､地域経済の活性化等を目的とした国家政策に沿った

プロジェクトである｡本案件の必要性を整理すると次の通りとなるo

インレ湖周辺はシャン高原における最も人口密度が高く､野菜栽培を中心と し

た農業､又綿織物工業が発達している地域である｡又近年ではミャンマーでの代

表的な観光地と して､観光客も増加している｡こう した中で,湖水の汚染､土砂

及び放棄された浮畑の蓄積が進行しており､又付近の森林伐採等による湖への土

砂流入が増加して､湖及び周辺域の環境劣化が進んでいることから､当地域の多

面的な改善･整備が緊急課題となっている｡

当事業計画は,湖及び周辺域の環境保全を視野に入れた､農業･農村開発を目

的とするので,極めて緊要性の高いプロジェクトである｡

特に,当地域の経済が潮に依存しているものであることから､湖の環境劣化が､

その経済活動及び住民の生活に支障をきたし始めていることに鑑み｢持続的成長｣

を維持する視点からも､当事業計画の必要度は極めて高い｡ミャンマー政府当局

は､当案件についてはその実施について日本の協力を強く希望している｡

また将来､観光開発の進展が確実なところであり､開発方法などについて初期

的段階から手当する必要があり､当地域の開発全体の見通しとともに,有効な開

発方法を見出し､環境保全に配慮した総合的開発を実施する必要がある｡

以上のごとく､本案件のニーズは高く､またミャンマー政府当局が,同案件に

対する日本の協力を強く希望していることからも,速やかに対応する必要がある
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と思料される同時に､日本のO DAの基本方針に照らし合わせても資金協力に継

がる有望な開発調査対象案件と言える｡
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3. 1 調査者経歴

桐生 稔 生年月日

現住所

学歴

職歴

天野 常雄 生年月日

現住所

学歴

職歴

昭和1 6 (1941)年7月2 5日

埼玉県所沢市山口2 1 8-5

1964年3月

】g70年3月

lg64年4月

Ig89年4月

1991年4月

Iggl年7月

立教大学社会学部卒業

ダッカ大学大学院纏済学部

修士課程終了

アジア経済研究所 入所

同上経済開発分析フ●ロシ'ェクト部長

中部大学国際関係学部教授

日本技術開発棟式会社顧問

現在に至る

(lgg】-92 ミャンマー国UND P経済顧問)

昭和1 8 [1943)年8月 8 日

埼玉県狭山市北入管 1 5 08- 1 04

t966*3j]

1g66年4月

19gO年2月

現在に至る

3 I 2

東京農工大学農学部

農業生産工学科

日本技術開発株式会社 入社

同上 海外事業本部副本部長



3. 4 収集資料リスト

I-

C1

3

4

最近のミャンマー事情

STATISTICAL YEARBOOL

94.04

1g93

SELECTED MONTHLY ECPNPMIC TNDICATORS SEP & OCT 94

REVIEW OF THE FIN^NCTAL. ECONONTC

AND SOCIAL CONDITIONS FOR lgg3/94 1994

5】 MYANMAR TOURIST NAP

6) 1/L,500,000 地図(BURMA)

7】 REPORT ON THE SOCIOEC【川0仙IC TN DRY ZONE

8) COUNTRY PAPER ON PROMOTING AGRTBUS[NESS

FOR HIGHER PRODUCTTV】TY IN AIYANMAR

9) イラワシ◆中流域タウンシタフ●別揚水潅5既事業計画(t'ルマ讃版)

】0) セメコン揚水潅況事業計画(ビルマ語版)

ll) インレ湖砂防事業計画(ビルマ語版)

L2) LONG TERN MAINTENANCE OF INLE LAKE g.3.08

13) WATER RESOURCES DEVELOPNE.NT

AND FLOOD CONTROL

14) BRTEFING KIT OF AGRICULTURE

DEVELOPMENT AND ENVIRONMENTAL

REHABILITAT10N 川 THE DRY 乙ONE

PROJECT

g5.02

94. 12

15) WATER RESOURCES & UTILIZAT10N DEPARTMENT

組織新設提案書(ビルマ語版)

3 一 丁

日本大使館

N/NPED

N/NPED

M/NPED

TOURISM SER甘.

NELLES VERLAG

UNDP

Dr. Mya Maung

lRRl. D■EPT.

1RRl. DEFT.

】RRl. DEFT.

1RRI. DEFT.

IRRl. DEFT.

MOA

Ho九



3. 2 調査日程

月日 曜日 事項 宿泊地

2月16日 木 桐生移動(東京一ハ●ンコクーヤンコ●ン)

ヤンゴンbyJL717&UB222

2月17日 金 日本大使館表敬,打合せ ヤンゴン

2月18日 土 資料情報収集

ヤンゴン

天野移動(東京一ハ●ンコクーヤンコ●ン)

byJL717&UB222

2月l9日 日 サイト調査準備､国内打合せ ヤンゴン

2月20日 月 キックオフミーティング

ヤンゴン(農業省潅況局),FAO訪問,情報収集

2月21日 火 移動(ヤンコ●ン-ハ●*'ン)byAirNandalay

ポパ

イラワジ河(ハ●*'ン,ニアウント)踏査

ト●ライソ●-ンフ●ロシ●エクト(チ†ウグハ●タ●アウン)視察

2月22日 水 潅況局ミインジャン事務所訪問イラワジ河

ミエイダティ-ラ

ポンプ潅淵計画ミインヂヤン地区､甫ピン

レプロジェクト､北ピンレプロジエク卜

(施工中)及びセメコンプロジエク卜の視察

調査

2月23日 木 潅況局ミニイツティーラ事務所訪問

ヤンゴン

タウンプルダムサイト及びタビエヨ-ダム

サイト(施工中)視察

海流局マンダレ-管区事務所前間(桐生)

桐生移動(マンタ●レ--ヤンコ●ン)byAirNandalay

天野シャン州ヘ カロー
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2月24日 金 桐生移動(+ンコ●ン一番港)byUB237

タアウンチ●-

天野インレ湖及びインレ湖周辺地域調査､

海況局所管砂防プロジェクトサイトの視察

潅灘局ニアウンシュエ事務所訪問

2月25日 土 潅灘局シャン州事務所訪問ヘ-ホ-ダム視察

ヤンゴン移動【ヘ-ホ--ヤンゴン】byAirNanadlay

2月26日 日 現地調査レポート作成 ヤンゴン

2月27日 月 農業省潅灘局報告日本大使館報告 ヤンゴン

2月28日 火 移動(ヤンゴン-バンコク)byTG306

3月1日 水 移動(バンコク一束京)byTG640
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3. 3 面会者リスト

(1)日本･大使館

増尾 学 一等書記官

(2)農業省 NTN】STRY OF AGRICULTURE

2-1)農業計画局 Depart皿ent Of Agriculture Planning 【DAP】

U Tin 打tut Oo Djrector (東京にて)

2-2)潅淵:局 Errigation Department (rD)

U Åung Par Thein

U Ba Aye

U Khin Gyi

U Than Ht8y

U Myo Nyunt

ロ Po Tin

U Vie tor

U Tin Maung Ohu

U kyi Win

U Pyay Naung

U Khin Maung Sam

Director General (CE】

D]'rector (SE)

DepuLy Director

Director (SE)

M&nd且1ay Diy.

Deputy Director (EE)

Nandaliy Diy.

Deputy Director (EE)

Operation & Naintenance

Myingyan

Deputy Director (EE)

Construction Unit 4

Myingyan

Deputy Director (EE)

Construction Unit 4

Meiktila

Assistant Engineer

Kyaukpadaung

Sub-assistant Engineer

Nyaung Oo, Nandal8y Diy.

Sub-assistant Engineer

Nyingyan
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U Khin Mg Toe

U Aye Thein

U Thein Hhun

Sub-assistant Engineer

Nyauk Pinle Da皿 Project

Nyingyan

Assist8n i I)irector

lnle Lake, Nyaung Shye

Sham Sta tes

Staff Of ficer

Nyaung Shve

2-3)農業機械局 ^gricultral Mechani乙ation Department (AMD]

U lay Khin Assistant Engineer

Kyaukpadaung

2-4)農業公社 MyanJnar Agricul=1ral Seryice 川AS)

U Kyan Shin

U See Khaung

ロ Kan Nyunt

U Than Nyunt

(3)国連食糧農業機関 F.A.0.

Mr. Sang-Kyun Choi

Divigional Manager

MandAlay Divis]'on

Toynship Manager

Nyaungshye

ProJeCt Manager

Dry Zone Project

Kyaukpadaung

Farm Manager

Kyaukpadaung

Chief Technical Advisor Agriculture

DeyelopJnent & Enyironmental Rehabili-

tationin The Dry 乙one
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3 . 5 そ の 他 資料

(1) AIYA♪柑AR AGR】CULTURE SOME BASTC FACTS

(2)農業省組織図

(3) J I CAプロジェクト位置図
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ORG^NIn 770N (MRT OF NllNISTR r OF ^GRKut TuRE

AJi 叫AteY P{川uY(亡i

言eて:I,I.;r･iニB;

FOREIG〃 I〟yESrNENr POuCr

To attract forelgn Investments,the Myanmar

govenmlent PrOmulgated the the Union of
Myanmar Foreign hyesbnent Law (FH.) in

Novelnber I988･ Consequently,the Forelgn

hlVCSt111Cnt Colllmissiozl (FIC) was formed to

admimister也e Fm.

Myarunarls rorelgn investment policy was

fonnulated based on ule OVerall restmcturlng

and development policy of the govemnent.
1herefore,the

main components of the country's
forelgn investment policy are:-
' ule adoption Of market oriented system for

die allocation of resources･,

the eLICOuragement Or Privateinvestments,
botl1 1∝aland foreign,and entreprene血81

activities; auld

ule OPenlng Orthe economy for foreign

trade and investment.

Forms of Buslness Entltles

Forelgn investors
who areinterestedindoing

business in MyaJmar may COnSider die

followlng lnOdes of investment as provided

ulder山Ie FH..

100% forelgn4Wned enterprlses

A forelgn investor may establish 8 Wholly foreign･

oⅧ如Myanlムaq
incorporated company by b血gmg

in 100% or山e fbrelgn Capital reqllired fb一也e

enLerprise･ h a similar way, a foreign partnership
rlrmOr a limited comapnyincorporated outside
Myallmar 1-lay establish a wholly foreign-owned

br皿Ch in MyaJunar by bringing in也e totalcaplt且1

required by such a branch.

lrwent]ves for Fore[gn [nyestemnts

TllC Fll･ also guariulteeS 也al the rorelgn

investor
tna), repatriate to his home coultrVthe

rol】o＼ヽ′mg
subject

to the approval or the Foreign

Exchange Management Deparhent
of the

Celltral Bal止oI~ Mvanmar:_

｡
111e net prOrll or也e enterpnse aner
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ヤンマー連邦国

乾燥地帯農業農村改良計画

(フェーズⅠミインヂャン地区)
及び

インV湖周辺農業農村環境整備計画

プロジェクトファインデイング調査報告書

平成7年3 月

社団法人海外農業開発コンサルタンツ協会



2. 1 計画一般囲
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2. 2 地区の概要

(1) 経緯･背景

ミャンマー連邦では､ Igg8年以来軍政(国家法秩序回復評議会-SLORC)下に

あるが､対外開放と市場経済化を基本とする経済改革を進めている｡軍政以前の

ネ-ウイン体制下では､ 1962年以来､独特のナショナリズム思想に基づく rビル

マ式社会主義｣経済政策が遂行され､ほとんどの部門で資本は国有化され､国家

資本主義型の国営経済構造が築かれた｡しかし､この国営経済構造を保護するた

めに､閉鎖的で統制的な経済政策がとられ､やがてこの国の経済を破綻に導いて

いった｡このため､軍政は,政権発足以来, ｢ビルマ式社会主義｣体制を一掃す

べく政治的には､複数政党制に基づく議会制民主主義の導入を決定してその準備

を進めている｡また経済的には対外開放を進め､外国民間資本の導入､隣接国と

の国境貿易の公認化などを実施､国営企業の一部民営化を含む､市場経済の導入

を行っている｡しかし､軍政が公約している民主主義体制への移行が､各種の理

由で遅れていたり､民主化勢力の指導者であるアウンサン･ス-チ一女史の軟禁

が解かれていないなど､なお政治的な不透明さが残され,それが国際的非難の対

象とされ､これまで日本を始めとする西側先進国からのO DAが停止されてきた｡

最近はこうした状況を打開すべく､民主化のための具体的な準備として､憲法制

定のための国民会議の開催､政治犯の釈放などを行い,国際社会からの一定の評

価を得られるようになった｡こう したなかで､ A S E AN､中国などは､ミャン

マーを孤立化させることはアジアの安定にとって障害となると して､非難よりも

関係を深めることによって説得すべきとの方針を採り始めた｡日本も本格的なO

DA再開にはなお一定の条件(民主化の具体性,人権抑圧の緩和､累積債務問題

の解決等)が必要であるとしながらも､政変前より実施中の案件,及び緊急的,

人道的性格の援助についてはケースバイケースにて検討していくとの方針で､既

に無償資金協力(食糧増産援助と養護学校建設)で具体的な動きが出ている｡い

ずれにせよ､ミャンマーの政治動向はなお流動的な側面が残されているとはいえ､

その市場､資源などを考慮した場合､ミャンマーがアジアの経済発展にとって有

撃な一員になることは確実であり,ミャンマーの経済発展と政治的安定は,アジ

アの発展と安定に欠くことのできない条件である｡

とりわけ､日本とミャンマーとの関係は,特別なものがあり､独立後も日本は

主要な援助国であり､貿易相手国であった｡したがってミャンマーの日本に対す

る期待はきわめて大きく､ミャンマーに一定の条件が整えば､再び日本の援助は､

この国にとって重要な開発手段となる｡ 1987年に日本のO DAが,一部オンゴー
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lNTRODUCT10N TO MYANMAR

Location and Landscaplng

MyanmaT IS geographically located between
latitudes

9'50NLo38'31 Nandlongitude92'9(o 10l'10E･lL

has a land area of 678,932 sq･
km･ The country lS

umque
for ils forest-clad mountains･ plaleaus･ valleys

and plains･ The parallel chains ofmountains･ namely

Rakhine Yoma, Bago Yol--a, S山In PlaLCauS･ havlng

thc a]tilude rangITlg from
900m Lo 2J34n- above

scこt

lcvel. On the o【her lland, four prlnCIPle rivers; the

Ayeryarwady, the Sillaung･ Chindwin and ll-e

l'hanlwin meander between these ranges alld
dis-

chargcs into the
Gulf or MattabaJl･

Climate and RainfaH

Tlle hot season runs from 111id-February lo 111id-May.

t-1e rat--y
Season rrOローl--id-May 10 ∩-iJ-October a--(l

the dry cool spell from mid-October
to mid-February･

‖urnidily is high rromApril lo Decembcrdue to south

west monsoon. About one third of the norLhenl Part

or Myanmar constitutes the sub temperate
zone･

wllereaS llle rest or llle COuntry
lies wi山…he troplCal

rcg10n･ ^gro-eCOLoglCally･
Myanmar ca一l bc divided

inlo 5 distinct zones. An indication or the climate and

rainfa‖ conditions of the various agro-ecologlCalzones

are as follows:-

Zone AnnualRainfall Temperate

(Celsius)

Coastal

No.or

days

135

inches Min. Max.

2()0 l6 37

DeⅠlaic l16 150 l6 37

Dry 54 36 I2 40

Nonhem 104 84 10 34

Mounlain 】04 78 6 30

Area

Pop山alion

GDP

Macroeconomic lndicators

(1993-94)
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1.45
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l992-93 I6.469 10.780 65.45

ー993-94 l6.817 lO.972 65.24

Land Cu一tivation

SowII Area
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Mixed 良 Mulliple

Cropplllg Areas

(nil. ad
28.13

2l.91

6.22

如iI.巾い

Il.3t(

8.87

2.51

position of Irrigated Area (MiJlionAcres)

Ⅵ:ar Ne【SownArea lrTlgatedArca %

1989-90 20.28 2.48 l2.2

1990-9l 20.57 2.48

___上阜ユ
I99l-92 20.6l 2.47 12.0

l992-93 2l.53 2.74 ⊥担二!

l993-94 2l.9l 3.79 l7.3

JrrlgillionWorks Number Affected

Area(ac.)

Conlr)lcledTmgiltioJIWorks

9 4194211990-91
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l992-93 7 5127
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イング案件を除いて停止されてからすでに8年が経過したが｡この間ミ ャンマー

はまったく新しい経済体制をスタートしており,かつて｢ビルマ式社会主義｣体

制下での経済とは大きな違いが出てきている｡本格的なO D A再開を前にして,

新しい経済体制についてその分析と評価が必要になってきた｡とく に市場経済化

と対外開放が農業部門にも大きな変化をもたらしていることは確実であり､さら

に新体制下での農業開発戦略もかつてのものとは違ったものにならぎるを待ない｡

｢ビルマ式社会主義｣の下では､この国の農業は､生産手段としての農地にっ

いては,耕作者の保有権が認められており､事実上の自作農経営が認められてい

た｡しかし､生産物の栽培選択､販売等については国家の統制下におかれ､農民

の自由は,大幅に制限されていた.すなわち,作物の栽培は,国家の指示に従っ

て選択され,農民の自由栽培は､一部特定の作物あるいは自家用のものに限定さ

れていた｡またその販売についても､国家が指定した方法･ルートで行われてい

た｡こう した国家統制的な農業は次第に農民の生産意欲を減退させ､蔑農的農業､

商業的農業の発展を阻み,農業生産の停滞をもたらしたo

｢ビルマ式社会主義｣体制末期(】g86 - 87年)には､農業生産の停滞が深刻

化し､さらに天候不順などが作用して､農産物の供給不足が生じ価格の高騰がみ

られた｡とくに,主力の稲作が不振で､輸出が激減し､国内消費用米すら不十分

な状態となった｡このため､ 】987年には各地で米騒動が発生して､やがて､この

騒ぎは反政府･民主化運動へと発展､ 1988年8､ 9月の国民的規模の騒乱を招き､

ネーウイン体制を崩壊へと導いた｡こう した社会主義的経済体制の失敗の経験を

踏まえて､軍政は一連の経済改革を実行していく｡農業部門では､生産物取引の

大幅な規制緩和を軸に､農業の市場経済化兼を進めている｡米については､現在

もー部の規制はあるものの基本的には,農産物取引の自由化が実施され,また肥

料･農薬などの生産資材も政府からの配給制を廃止して､自由販売が帯められる

ようになった｡また,と く に農業部門でインパクトの大きな要因と して､国境貿

易の公認化及び国内民間取引の規制緩和があり､農業生産の形態は大きく変容し

つつある｡油脂作物､繊維等の工芸作物､薬用作物,果樹等の商品作物は､中国

･雲甫省あるいはタイヘの輸出用として大幅な生 産増加がみられ､一部では､

外･資による輸出用作物栽培や外国からの委託栽培などが行われるようになった｡

以上のように,ミャンマーの農業､及びそれを取巻く環境は大きく変化してお

り､同時に農業部門の開発戦略も変わってきている｡現行の基本的開発戦略は､

農地の有効･高度利用,生産様式の近代化と品種改良による高品位作物の普及,

輸出の増進に置いており,開発のプライオリティーを､輸出作物の開発､乾燥地
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帯における潅況農業の推進､デルタ地帯における稲作の二期作化及び多角化及び

山間農業の近代化に置いている｡合せて農業の持続的成長のためには､その最も

基盤となる土地/農地の保全を根本の課題ととらえなければならないと し､乾燥

地帯及び高原･山間地帯を対象にEnyironment81 Rehabilitation, Restr&tion

of Verdure或いはWatershed Nanage皿untといったプロジェクトを計画･推進する

など環境保全にも力を入れている｡

このような背景の下で平成6年に実施したミャンマー連邦地域別農業農村総合

開発戦略策定計画,プロジェクトファインディング調査(A D C A)において､

当国でのプライオリティーが高く､先方政府の要望の強いプロジェクトとして選

定されたのが本プロジェクトであり,今回調査はその案件について更に調査し､

具体的検討を行ったものである｡

(2) 地区の概要

インレ湖は､ミャンマーの中央東部にその位置を占めているシャン州にある

(圃-2参照)
｡シャン州はその州都タァウンヂ-の標高が海抜約1,400メート

ルであるように高原地帯であり､その一帯はシャン高原と呼ばれている｡シャン

高原では,その西隣に位置している中部ミャンマーの平坦地域(乾燥地帯)より

涼しく降雨量もl,500mJn/年前後と多少多いため､亜熱帯農業が営まれている,主

な農作物は,メイズ､米､小麦､大豆､じやがいも,さとうきび､果樹､野菜な

ど多様である｡しかしながらシャン高原における農業も例外ではなく､ここに来

て市場経済化に伴い農業も活性化してきたもののその生産性はまだまだ低く,住

民も貧困にあえいている｡その上最近大きな問題と して取り上げられてきた｢森

林の減少｣が更にこの地域の農業を圧迫している｡高原地帯における最も重要な

土地利用形態の一つが森林であるが､近年人口の増加による過度な焼畑耕作､薪

炭材の過剰採取および過放牧などにより､森林の減少/破ー壊が序々に進み,表層

土壌の流土･侵食､洪水被害の増大､河川湖沼での土砂滞積の増大､干ばっの増

加などの問題が顧在化し,その結果として農業及び林業の生産を減少させ住民の

生帝を更に悪化させている｡しかもこれらの問題は､最早なんらかの対策を講じ

ないと農業生産の持続性が失われる危険が出てきた段階にまで達しており,住民

の死活問題にまでになってきた｡このような重大な問題を抱いた地域の一つにイ

ンレ湖とその周辺地域がある｡

インレ滑は､国道4号線上のタァウンヂ-とヘホ-の中間(それぞれから約
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13KⅢに位置する)シュエニアウンから約15K皿南下したところにあるニアウンシュ

エという町にその北端をおいている｡湖はそこから甫へ約22k皿,東西を標高

I,200-I,500mほどの山並に挟まれながら細長く延びており,その水面積は約60

平方マイル(約150平方キロメートル)で､横高は海抜約870メートルある｡湖の

60K皿下流にはミャンマー最大のAloebye水力発電所がある｡

インレ湖はシャン高原の観光地として有名であるが,その周辺も含めシャン族

をはじめ､山岳小数民族からなる約70,000人の人口を抱いており､その住民は,

農業､漁業或いは機織等で生計をたてている｡

この地域には約8,000h8の水田があリシャン州における重要な米の生産地とな

っている｡水稲の作付は､ 2月中頃に播種､ 3月に移植､ 7月中旬から8月にか

けて収穫されているが,収穫期に洪水が発生し､ドライヤードの確保が困難にな

るなど収穫処理に苦慮している｡因にインレ湖の水位は乾季と雨期とで6-8フ

ィ-ト差がある(4月が最も低い) ｡水稲の裏作としては一部でガーリ ックが栽

培されている｡更に高いところ(山の斜面)では焼畑農法による農業が営まれて

いるが､いまでは焼畑農業の代わりと してバナナ､ニジェール､果樹といった作

物の栽培が推奨されている｡又､この地域インレ潮には､非常にユニークな

Floating Cultiyation (浮畑栽培)が古くから行われており､主と してインダー

族5万人以上の人口がこの浮畑栽培と漁業とで生計をたてている｡浮畑栽培は水

草を積み重ねたベット上で作物を栽培する方法で､トマトやガーリック､野菜な

どが作られている｡その栽培面積は約600haあるが､この他計約4.000ha程度の使

用済みの浮畑が放棄されたままになっており問題化している｡

インレ湖周辺の山では現在ほとんど樹木が失われおり,表層土壌の流失/侵食

が激しくなっている｡このため湖への流入河川や湖に土砂が流入･堆積し大きな

問題となっている｡このため湖へのアクセスする水路では毎年ドレッジングが行

われており,一方年々雨期の水位上昇が激しくなっていることで水稲栽培がどん

どん困難になってきている｡地元の人の話では､この10年間でも6フィート滞砂

し50年前に比べ今の湖の面積は半分になってしまっているとことで､この事から

も現在の状況が既にさしせまった段階にきていることと,早急になんらかの対策

を講じなければならない湖である事が理解できる｡

この様な状況の下,ミャンマー政府当局は rLong TerJn Maintenance of lnle

Lake｣計画を策定し､農業省の海流局及(Irrigation °ept.)び農業公社

(Nyanmar Agricultural Seryice)並びに林業省の森林局(Forest °ept.)がそ

れぞれ分担して1 9 9 2年から下記の対策事業を行っているが､財政の都合上十

2 - 6
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同左　川水路縦計画

セメコンポンプ潅漑

プロジェクト計画図

叩人ニ

同上プロジェクト、

イラワジ河からの取水風景

同左プロジェクト

幹線揚水路始点

同上プロジェクト2次用水路
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イラワジM叶滑脱
乾燥地市の状む

円森

阿lこ

ミインヂ■ン鳥匪■‖島

ミインヂ十ン蝿匪小鳩嶋
ボンノ相場lト｛水嶋となる

イラワジM▲員

Ml・3－15



南ビンレプロジェクト

同上　貯水池

北ビンレプロジェクト

ミインヂャン地区幹線道路

南ビンレナプ口ジジジクト

2次用水路

ミ　インヂャン地区

潅漑計画対農地の現況
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インレk湖周辺地域模型 インレ湖における漁法
と足でるを漕じ風景

インレ湖の湖上村落 放棄されたけ浮畑

インレ湖上流部農地
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MASがFAOの協力で実施している
ドライゾーンブ□ジェクトの取水堰工事

川I三　相應鮪l：耶

同上　畑地潅漑試験農場

ニアウンシュl　潅漑局事務所

インレ湖砂妨対策のための
潅概局が実施しているダム建設

同上　工事風景
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ミインヂャン絶域の交通手段

インレ湖での交通手段

インレ湖周辺地域内の農道

イラワジ河ニアウンウ船着場

タウンジー町のマーケット風景
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